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PIC シ ンボル を用 い た LL ブック制作 の試み

槇場　政晴
’1

　コ ミュ ニ ケ
ー

ション ツ
ー

ル として 開発された PIC （Pictogram　 ldeogram　 Communication）の シ ンポル

及び JIS 絵記号を語彙の 理 解、文脈の理解 を支 援するツール として 利用し、　 LL ブックの 制作 を試 み

た 。 本試み で は、単語にふ りがなを付 けるようにシン ボル 配置することにより、文字 の 固 まり（単語）の

意味の 理 解を促そうと考えた 。その 結 果、文章 の意味が捉え易 くな っ た 。 また 、注視や追視が苦手

で 、朗読がうまくで きない対象児の 読書 に対 する苦 手意識を軽減する ことが できた 。

〈キ
ー

ワ
ー

ド〉 特別支援教育，PIC （Pictogram　ldeogram　Communication），シンボル ，電子 絵本

1．は じめに

　 LL ブッ クは 、ス ウェ
ーデン 語で 「やさしく読み

やすい 本」とい う意味を表す単語の 略で ある。 ス

ウェ
ーデン で は 、 1960 年代か ら知的障がい の

人たちが 他の 人と同 じように読書をす る権 利を

保障するための政 策 がとられ 、やさしく読め る図

書セ ン タ
ー

か ら年間 約 30 冊 程度の LL ブックが

出 版され て い る 。

　 日 本に おい ても日 本ライトハ ウ ス を中心 に マ

ルチ メディア Daisy の ように音声に よる支援を行

うもの や拡 大 図書の ように 文字を大きくしたもの

などの 出版が 行われて い る。また、「ふ りがな」

をふっ たもの 、シ ン ボル で の 表示をしたもの など

多岐にわた っ て 、や さしく読 み やす い 本 の 研 究

や 開発が 行われて い る。 その ような取 り組み が

行われる中で、2005 年には 、第一
回 目の LL ブ

ッ クに関するセミナ
ーが大阪 市立 中央図書館で

行 われ て い る 。 そして 、2006 年に は、大 阪府立

金 剛 コ ロ ニ ーか ら「ひろ こ とまゆこ の 2 人だ け の

が い しゅつ 」とい うPIC の シ ンボル を用い たLLブ

ッ クが 出版され て い る 。

　 ここで 、シンボルを用 い た LL ブッ クは、他 の

LL ブッ クとは違い 、その本に書かれた文章その

ものをシ ンボル で 表すの で はなく、その ペ ージ

の イメージ や 、書 か れ た 文章 の 要点 、キーワー

ドをシンボル で表す形式がとられて い る。 その た

め 、 文章を読むため の支援になるもの 、すなわ

ち、文中の 語彙をシ ン ボル で 説 明 した り、語彙

の意 味 をシ ン ボ ル で 表すような表記をしたもの

は、見あたらなか っ た 。

　そ こで 、筆者は 、シ ン ボル を用 い て 語彙の 意

味 理 解を深め たり、 朗読 、 文章の 読解の 支援を

したりするこ とがで きる、 LL ブッ クの 制作を試

み る ことに した 。 この ような LL ブッ クは 、 国語教

材 にも活 用 できると考えたからで ある 。

2．シンボル の 選定

　シ ンボル を用 い た LL ブッ クの 制作に 当た っ

て は 、PIC の シ ン ボ ル 及 び、　JIS 絵記号を用 い

るこ とに した 。 PIC は、カナダの 言語 聴覚 士 であ

るサ バ ス ・C ・マ ハ ラジ氏 によっ て 考案され 、
1990 年頃藤澤和 子 氏 によっ て 日 本に紹介され

たシン ボ ル で ある 。 JIS 絵記号は 、　 PIC を元に

シン ボ ル の 描き方を標準化し、2005 年 4 月 に

公 表された日本工 業規格 「コ ミュ ニ ケーシ ョン

　 図1．「ひろことまゆこの 2人だけの

　　　 が い しゅ つ 」より
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支援用 絵記号 デザイン 原則（JIS　 T　 OIO3）」に載

せ られた参考 資料 の ピクトグラム 313 個 であ

る。

　PIC及び、　JIS絵記号は、ともに 黒地に表した

い 内容を白抜きで表す面 画 で ある。 JIS で は、

白黒 の 反 転も認め られ て い る 。 また、PIC の 表

現方法には、建物を表す場合 は 、五角 形の 家

型 の 線で 囲む 、部屋 は 、 四 角形の 線で 囲む等

の ル ール が ある。その 他 、表 したい ものを白抜

きに するとい うル
ー

ル か ら、強 調 した い 部分 の

み を白抜 き にするという表示 方法もある 。 たとえ

ば、頭痛 の 場合 は、身体の 輪郭を線 で描き、
「痛い 頭 」を白抜きで 表示 するということで ある 。

そして 、JIS絵記号にもこれら PIC の ル ール に

準じて いるもの が 多くある。

　こ の ように、視覚的に分 かりやすい ル ール が

あるため 、LL ブ ッ クを制作したり、こ とばの意

味などを教える教材 として 利用 した りするシ ンボ

ル として PIC 及び JIS絵記号が適切で あると考

えた 。

3．シンボル を添えたテキス ト制作の考え方

　語彙の意味や その 文章がどの ような ことを伝

えようとして い るのかを理解するための 支援が

可 能な LL ブッ クを制 作す るため の 手 続きとし

て 、次 の 3 点を考慮 した形 式 にすることに した。

  ふ りがなの ように シ ンボル を単語 に 添える

  文 の意味 を表 す 重要な単語に シン ボ ル を添

える

  助詞、接続詞は、扱わな い

図 2 　 PIC 、JIS絵記号 の 例

　また、文字 の 習熟 度や 、語彙の 理解度に よっ

て、一行 に配 置 するシン ボル の種 類や シン ボル

数の 検討を行 っ た 。 その 結果 、 対象児が文字 が

十分獲得で来て い ない 場合は、文の 意味が 理

解で きるように最 小 限 の シンボル 数で表すこ と

に した 。 そ の ため 、LL ブッ ク化する文がどの よ

うなことを伝えようとしているのかを示す代表的

な語彙もしくは 、 重要な語彙に シ ンボル を添える

ことにした。そして、習熟度に合わせて
一文あた

りの シ ンボル 数を増や し 、 文 章の 意 味を捉えら

れるように しようと考えた 。

　次に、LL ブック化する作 品 につ い て の検討

を行い 、 次 に 示す観点を基に 作品を選ぶことに

した。

  短い 文 で 、構成され て い る作 品

  登場人物が最小限の 作品

  話が分か りやすく、馴 染み やすい作　品

  ことば の繰 り返しやリズム感の ある作品

以上 の 観点を考慮 し、 「ぞうくんのさんぽ」（な

か の ひ ろたか，福音館書 店）を LL ブックを制 作

する作 品 として 利 用 することに した 。

ぞうくん の さん ぽ

圈　　囚

き ょ うは 、 い い て ん き

　　　　　　　圉
ぞ う くん は 　ご き げ ん

圈
どれ　 どれ 、

圈

さ ん ぽ に 　で か け よ う

図 3　ぞうくん の さん ぽ LL ブ ッ ク化 の 例
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4．「ぞうくんのさんぽ」の事例

　 この 作品は、登場する動物は 、ゾウ、カバ 、ワ

ニ 、カメの 親しみ やすい 4 匹の 動 物で あるととも

に、ス トーリーは、登場してくる動物が 、順番に

背 中に乗 っ て い くという単純な構成にな っ て い

る。そ して 、一度出 て きたキ ャ ラクターは消えな

い で残るとい う特徴が ある。

　また、一文 が 短く、子 どもたちにとっ てなじみ

が あると思われる語彙で構 成されて い る 。 さら

に 、最小限の語彙で
一

文 が構成されている。

　「ぞうくんの さんぽ」で は 、「誰が 」「何をした」と

いう語彙の み に シ ンボル を添えるこ とに した 。

「ぞうくん 」、
「か ばくん 」、

「わにくん 」、
「か めくん 」

など の 動物の 名前 は、学習活動などで見たり、

聞い たりする機会が多く、それ にシ ンボル を添

えることによっ て 「語彙」と「シ ンボル 」が 対になっ

て い るということが想起し易 い と考えた。同じよう

に、なじみ があると思われ る「さん ぽ 」「い い て ん

き 」「で か けよう」という語彙 に シ ン ボ ル を添える

ことで 、 イメ
ー

ジとシン ボ ル の 関係が理解が しや

すい と考えた。

　
一方、PIC や JIS絵記号 に は、「い っ しょ 」や

「ちか らもち」、「カバ 」、「どぽ ん （池に 落ちる）」な

ど LL ブッ ク化 するために必要 なシンボル がな

か っ た。そ こ で 、まず、PIC や JIS絵記号で 、違

う名称で 使われて い るもの の 中で、これらの イメ

一ジに合う図柄の シ ンボル を転用するこ とに し

た e さらに 、転用 が不 可能 なシ ン ボ ル に つ い て

は 、
「コ ミュ ニ ケーシ ョン 支援用絵記号デザイン

原則（JISTO103 ）」に基づいて新たに制作をする

ことにした 。 その 他、背中に 乗るという行為は、

ゾウの 上方 に カバ を配 置して 上 に乗るとい う表

現 を行うこ とにした 。

5 ．「おむすびこ ろりん 」の 事例

　 「ぞうくん の さん ぽ」は 、文 が表して い る内容

の 理解を目的とした の で 、次は 、「おむすび こ ろ

りん」を利用し、 文を読む こ とを支援できる LL ブ

ックの 制作を試み ることに した 。

　「おむすびこ ろりん 」では 、できるだけ多くの語

彙にシン ボル を添えるように した 。 また、様子 を

表す語彙のイメージが分かるようにも配 慮した。
「お むすび こ ろりん 」におい て も、

こ ろりん （転が

る）や、餅 つ きの ように PIC や JIS の シン ボル に

無いもの ぱ 、新た に 制作した 。

一方、PIC は 、原

則シ ンボル の 上 下どちらか に シンボル の 名称も

しくは、意味するこ とばを表示 する ことになっ て

い る。そ こで 、「おむすび ころ りん 」で は 、シ ンボ

ル に名称を付 けた状態で 用 い るこ とにした。シン

ボ ル の 名 称に つ い て は 、
「ぞうくん の さん ぽ 」の

図 4 　転用 したシン ボル 例

図 5　制 作 したシ ンボル 例
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図 6　おむすび ころりん の 例

一 268一
N 工工

一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Educational Information

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Eduoational 　工nformation

課題研究 9−2

ときと同じく、シン ボル を転用して利用 した場合

には、元 の名称ではなく、転用した意味の 名称

を付 けた。また、「こ ろりん 」と「こ ろこ ろ」という語

彙は、ともに 「転がる」とい う様子を表すもの であ

るの で、同じ「こ ろがる」とい うシンボル を添え

た 。 餅つ きに つ い て は、「ぺ っ たん 、
ぺ っ たん」い

う擬音を連想しやすい ため 、「っ く」とい う動詞と

「ぺ っ たん 」とい う擬音は 、同 じシ ンボル を用い

た 。

6．指導に つ い て

　シンボル を添えたテキス トを使っ た指導すると

きは、「ゾウ」とい う単語が出 て きたらゾウの シン

ボルを指さしさせ るようにし、単語とシ ンボル を

確認させながら朗読をおこなうようにした。

　この ように、シン ボ ル の確認を行うこ とによっ

て 、語 彙の 持 つ 意味の 理 解を促すようにした 。

また 、対 象児 がど の 程 度ス ト
ー

リ
ーを理解 して

い るの かを確認するため に 、
こ れ らの 作品を朗

読した後に 、朗読劇として演じさせ た 。 そして、ス

トーリーの 理解が十分 でない場合 は、劇化 を通

して ス トーリーの 理解を促すようにした 。

7 ．結果と考察

　「ぞうくん の さん ぽ」で は 、 ひ らがな文 字の獲

得が十分ではなく、 文を読むこ とが難しか しい 子

どもやひ と文字、ひと文字を拾い 読み して い た

子 どもが、シンボル を確認しながら同じグル
ープ

の 子どもと
一
緒に音読するこ とができるようにな

っ た 。 また、ス トーリ
ーの 内容理解が で き、「ぞう

くん の さん ぽ」を劇化 したときに は、ス ト
ー

リ
ー

の

進 行 に合 わせ て 人形 を動 かし、劇 に参加する姿

も見られた 。

　一方、「おむすびこ ろりん 」では、シン ボル を確

認しなが ら読む こ とで 、注 意の 集 中 が難 しく、す

ぐ、どこを読んで い るの か 分か らなくなるこ とが

頻繁にあっ た子 どもが、今どこを読んで い るの

かが 分か るようになり、同じグル
ープの子 どもと

一
緒 に音読 がで きるようにな っ た 。 さらに、上記

の 作品以外に も数編シ ンボル を用い た LL ブ ッ

クを試作 し、 指導を行 っ て みたが、同様 の結 累

を得ることが できた 。

　こ のように、語彙にシンボルを添えた LL ブ ッ

クを利用するこ とで、十分 文字を獲得していない

子 どもや 文字 を読む こ とが 苦手な子 ども、さら

に、集中が 続か ず、音読の 途中で どこを読ん で

い るの かが分 か らなくな っ てしまう傾向 に ある子

どもが、シンボルを頼りに で はあるが 、 文 字を読

んだ り、 どこ を読め ば良い の かが分か るように

なるとい うこ とが示唆され た。

　さらに 、 文字 を読む こ とが 苦手 で あるなどの

理由か ら、今まで 、 あまり本を読み たがらなか っ

た子 どもが、本を読むことに抵抗が 少なくな り、

自分 か ら文や 本を読むように なるとい う事例 も

み られ た 。 また 、語彙 にシン ボル を添 える こと

で 、 語彙の意味理解を支援することがで き、ス ト

ー
リ
ーの 理 解を容易に する こ とがで きるというこ

とも示 唆された。

　その 他、ひらがなで書いた文を、漢字で表示

して 欲しい と要望する子どもが現れるなど、読 書

や音読だけ で はなく、文字 の 理 解に 対しも自信

を高め 、少し難 しい こ とに挑戦してみ ようとい う

意欲を持たせ ることが で きたと思われる 。

　 こ のように、語彙にシ ンボル を添えた LL ブッ

クを利用するこ とで 、文字や文章を読む こ とに苦

手意識を持ち、文字や文を読む ことに失敗体験

を重 ね 、 自信を無くして い た子 どもに 「自分も読

めた」「自分も読め る」とい う成功体験を持た せ

る ことができると考える。

　今後の 検討課題として 必 要なシ ン ボル の 開

発 が ある 。 また、シ ン ボ ル を用 い たテ キ ス トの 指

導方法の検討が必要で ある 。

一方、電子絵本と

して の 利用などにつ い ても検討 して い きたい 。
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